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遺伝的プ ロ グラ ミン グ を用 い た文字列処 理 プ ロ グ ラ ム の 生成
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1　 は じめに
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　　　　　　　　　　　　　。 非終端部分

　近年、遺伝的ア ル ゴ リズ ム ｛Genetic　Algoritlmi： GA ）

や そ の一種である遺伝的プ ロ グ ラ ミ ン グ（Genetic　Pro−

gr訂 nming ： GP ｝を用い て 、 様々な問題を解い た り、プ

ロ グ ラム を自動生成する とい う研究が盛んに行われて

い る 。

　本研 究で は文字列に着目し、型付きの GP を用 い て 、

い くつ かの 例示デ ータ から、入力された文字列を別の

文字列へ 変換する プ ロ グラ ム を生成することを目指す 。

2　 本シス テ ム の 構成

2．1　 例示デ ータ

　欲 しい プ ロ グ ラ ム を得る た め に 、文字列の例示デ ー

タ を設定す る 。 例示デ ータ は入力文字列と教師文字列

の 対が複数組 に な っ たもの である 。

2．2　デ ータ型

　型付きGP で 用 い る デ ータ 型 と して 、本シ ス テ ム で

は、文字列を表す Strkng、整数を表す Integer、真偽値

を表す Booleanの 3 つ の デ
ータ型を用 い て い る 。

2．3　 プロ グラムの構成要素

　各個体の プ ロ グラ ムは木櫛造で表される が、末構造

を構成する要素に は終端部分、非終端部分の 2種類あ

る 。 終端部分が定数 ，入力を表 し、非終端部分が関数

を表す 。 以下 は 本 シ ス テ ム で用い てい る要素である 。
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2．4　 適応度の 計算

　各個体 の 適応 度を次式 に し た が っ て 設定す る 。

lOtttputlはプ ロ グ ラ ム の 出力文字列の 長さ、［rightl は

教 師文字列 の 長 さ、【5 α m61 は 出力文字列 と教師文字

列の最大の共通部分の 長さ 、 n は例示デ
ータ の個数で

ある 。
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3　 プロ グラ ム生成

　実際に表 1の よ うな文字列変換をするプ ロ グラ ム の

生成 を試みた。
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表 1： 生成を試み る プ ロ グ ラム
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　各実験で共通 に用 い たパ ラ メ ータは表 2の通 りで あ

る 。
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パ ラ メータ

　　　集団数

　 実行停止
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世代
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crOSSOver 発生確率

エ リート個体の 割合

トーナ メ ン トサ イ ズ

個体の 大きさの制限

　 例示デ ータ数

値

3，1　 生成例 1

　 　 leo
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．05（回1個体）
O．1（回／個体）
1．o（回1個体）

　 　 O．02
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表 2： 各パ ラ メータ

　結果は 、10 回試行 して 8 囲、期待す る プ ロ グ ラ ム が

得られた ， 2 回 は 20世代内で は期待 したプ ロ グ ラ ム は

得られなか っ た 。 図 1 は、試行の うち 12 世代目に期

待す る プ ロ グ
．
ラム が得ら れ た例 の 、平均適応度 の 推移

で ある 。 図 2 は期待するプ ロ グ ラ ム の 生成され た過程

で ある 。
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図 1： 平均適応度の推移

3 ．2　 生成例 2
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図 2： プロ グ ラ ム 生成 の

過程

　結果 は、10 回試行 して 4 回、期待するプ ロ グラ ム が

得 られ た 。 6 回は 2｛〕世代内で は期待したプ ロ グラム は

得 られ なか っ た 。 図 3は 、 試行の うち 3 世代 目に 期待

する プ ロ グ ラ ム が得られた例 の 、平均適応度の 推移で

あ る 。 図 4 は期待するプ ロ グラム の 生成され た過程で

ある 。
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図 3： 平均適応度の推移

3．3　 生成例 3
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図4 ： プ ロ グ ラ ム 生成の

過程

　結果 は、10 回試行して 1度も20 世代内で はプロ グ

ラ ム は得られ なか っ た 。 先頭一文字を削除す る とい う

解や、何も操作せずそ の まま入力を出力するとい う解

などの 局所解 に落ち込ん で し ま っ た 。

4　 お わ りに

　本研究で は、遺伝的プ ロ グ ラ ミ ング の手法を用い て 、

文字列を処理する プ ロ グ ラ ム の 生成を試み た 。 シ ス テ

ム が 開発段階 とい うこ とで 、 繰 り返 し操作や変数操作

を含ん だプ ロ グラ ム が生成で きない
。 また 、 個体の適

応度 の 計算手法もあま り根拠があるもの とは言えない 。

また 、コ ン ピ ュ
ータ上 の 問題 か ら集団数が ユ00 と非常

に少ない 条件になっ て い る の で 、 こ れは致命的である 。

この よ うに 問題は非常に多い が 、今後は こ れらの問題

を少しつ つ 解決 して い く予定で あ る t
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